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第 53 号

在京同窓会メモ
・会計年度は4－3月、
　年会費は2,000円です。

・会の健全運営のため、
　賛助金のご協力をお
   願いします。

・次回会報第54号は
　2015年1月1日発行
　予定、原稿は常時受付。

荻
原
黎
明
高
同
窓
会
関
東
支
部
長
が
挨

拶
、
木
村
古
工
関
東
同
窓
会
会
長
が
乾

杯
の
音
頭
を
と
っ
た
。

　

新
春
の
華
や
か
な
雰
囲
気
で
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
料
理
と
お
酒
酔
い
の
上
機

嫌
さ
も
手
伝
っ
て
、
再
会
の
喜
び
や
新

た
な
出
会
い
等
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

本
学
上
野
氏
（
39
年
卒
）
や
各
校
の

有
志
に
よ
る
プ
ロ
並
み
の
歌
声
披
露
は

素
晴
ら
し
く
拍
手
喝
采
で
し
た
。

　

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
藤
岡
菜
穗
子

ボ
ク
シ
ン
グ
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ベ
ル
ト
を
持
っ
て
来
場
。

大
人
気
で
多
く
の
所
で
皆
さ
ん
と
写
真

撮
影
風
景
が
出
来
ま
し
た
。

　

恒
例
の
物
産
コ
ー
ナ
ー
も
大
人
気
で

早
々
と
完
売
で
し
た
。

　

15
時
過
ぎ
、
高
橋
在
京
古
高
同
窓
会

会
長
の
「
故
郷
と
日
本
の
未
来
へ
の
強

い
思
い
と
来
年
再
会
を
誓
う
」
閉
会
の

挨
拶
で
散
会
し
た
。

　

次
回
第
22
回
「
新
年
の
集
い
」
は
、

平
成
27
年
１
月
24
日
（
土
）
上
野
精
養

軒
で
開
催
予
定
。

　
　
　

昭
42
年
卒 

佐
々
木
昭
美（
幹
事
）

　

新
春
恒
例
の
第
21
回
旧
古
川
市
内
四

校
関
東
同
窓
会
『
新
年
の
集
い
』
が
、

１
月
25
日
（
土
）
上
野
精
養
軒
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
古
川
学
園
高
校

の
幹
事
で
、
出
席
者
総
数
は
２
２
１
名

（
来
賓
含
め
）、
古
川
高
校
卒
業
生
会
員

は
71
名
（
来
賓
３
名
含
め
）
で
し
た
。

　

第
Ⅰ
部
は
、
11
時
開
会
。
古
川
市
内

四
校
学
校
長
と
大
崎
市
長
よ
り
故
郷
の

近
況
を
お
聞
き
す
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
四
校
を
代
表
し
て
古
川
学
園

の
村
田
関
東
同
窓
会
支
部
長
が
挨
拶
し
、

全
国
的
に
も
希
な
四
校
合
同
『
新
年
の

集
い
』
が
平
成
６
年
の
第
１
回
よ
り
20

年
の
歴
史
を
刻
み
、
今
年
第
21
回
を
迎

え
た
の
は
慶
賀
に
堪
え
な
い
。
そ
れ
は

繋
い
で
く
れ
た
諸
先
輩
の
お
陰
で
あ
る

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

学
校
の
枠
を
超
え
た
同
郷
人
に
よ
る
交

流
と
し
て
本
当
に
誇
る
べ
き
こ
と
で
、

私
も
大
切
に
し
た
い
集
い
だ
と
素
直
に

感
じ
た
次
第
で
す
。

　

引
き
続
き
、
各
校
長
が
近
況
を
交
え

て
挨
拶
を
行
い
、
古
川
学
園
高
校
（
宮

本
校
長
、
山
田
理
事
長
、
春
山
同
窓
会

会
長
）
は
、
震
災
で
全
壊
し
た
校
舎
が

多
く
の
関
係
者
の
ご
協
力
で
３
月
に
新

校
舎
が
完
成
す
る
喜
び
と
共
に
、
生
徒

た
ち
が
厳
し
い
環
境
の
中
で
も
学
業
も

ス
ポ
ー
ツ
も
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
た
こ

と
を
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。

　

本
学
の
古
川
高
校
（
鈴
木
校
長
、
高

橋
同
窓
会
副
会
長
）
は
、
男
女
共
学
が

自
然
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
文
武
両
道
で

一
層
成
績
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
、
地

震
で
影
響
を
受
け
た
一
部
校
舎
の
新
築

が
完
了
し
た
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
伝
統
を
重
ん
じ
な
が
ら
、
新
し
い

風
が
吹
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

古
川
黎
明
高
校
（
庄
司
校
長
、
千
葉

同
窓
会
会
長
）
は
、
男
女
共
学
は
順
調

だ
が
、
や
は
り
女
性
が
多
く
、
宮
城
県

北
部
に
不
足
す
る
医
療
・
看
護
・
福
祉

系
人
材
育
成
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
専
門

学
科
の
検
討
等
未
来
へ
の
展
望
の
お
話

を
頂
き
ま
し
た
。
故
郷
県
北
自
治
体
と

の
連
携
が
う
ま
く
進
め
ば
良
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

　

古
川
工
業
高
校
（
大
内
校
長
、
高
橋

同
窓
会
副
会
長
）
は
、
宮
城
県
北
唯
一

の
工
業
高
校
と
し
て
順
調
に
推
移
し
て

来
た
が
、
進
学
が
増
加
し
つ
つ
あ
り
、

技
術
分
野
の
変
化
に
対
応
し
た
新
し
い

分
野
も
考
え
て
い
く
必
要
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。
科
学
技
術
立
国
日
本
を
支

え
る
人
材
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
賓
と
し
て
伊
藤
大
崎
市
長
、
佐
々

木
首
都
圏
大
崎
連
絡
協
議
会
会
長
、
伊

藤
古
川
会
会
長
が
出
席
さ
れ
、
伊
藤
市

長
が
挨
拶
。
ま
ず
、
震
災
支
援
で
の
物

心
両
面
で
の
支
援
に
感
謝
。
全
壊
・
半

壊
住
宅
１
０
０
０
戸
を
解
体
し
新
築
が

進
展
中
。
県
北
の
医
療
セ
ン
タ
ー
で
あ

る
大
崎
市
民
病
院
が
地
上
９
階
、
地
下

１
階
の
新
築
大
病
院
と
し
て
３
月
完
成

し
、
４
月
５
日
式
典
を
行
う
。
こ
れ
か

ら
は
、
震
災
復
旧
か
ら
本
格
的
復
興
の

段
階
に
向
け
て
、
観
光
、
産
業
育
成
、

自
然
環
境
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
等

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
故

郷
を
訪
ね
る
こ
と
が
ま
ず
大
事
だ
と
感

じ
た
次
第
で
す
。

　

第
Ⅰ
部
今
年
の
圧
巻
は
、「
み
や
ぎ
の

民
話
」
公
演
。
消
え
か
か
っ
た
先
祖
の

言
葉
に
出
会
い
、
一
昔
前
の
ふ
る
さ
と

の
情
景
を
思
い
起
こ
し
、
全
員
が
臨
場

感
あ
る
語
り
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
『
大
友
か
の
え
』
の
昔
語
り
『
む
か

す　

あ
っ
た
づ
ぉ
ん
な　

ほ
れ
』
61
話

の
中
か
ら
３
つ
の
語
り
公
演
が
あ
り

ま
し
た
。（
大
友
か
の
え
・
大
正
９
年

（
１
９
２
０
年
）
志
田
郡
三
本
木
秋
田
生

れ
）
各
校
同
窓
生
の
皆
さ
ん
が
協
力
し

て
素
晴
ら
し
い
民
話
ワ
ー
ル
ド
で
し
た
。

　

演
目　

１
「
屁
っ
た
れ
嫁
子
（
よ
め
ご
）」　

語
り
部
・
渡
辺
星
幸
（
黎
明
高
39
年

卒
・
東
大
崎
出
身
）

２
「
節
分
に
豆
ま
く
わ
け
」　

語
り

部
・
鈴
木
ナ
カ
子
（
黎
明
高
39
年
卒
・

三
本
木
南
町
出
身
）

３
「
猫
が
鼠
を
捕
る
わ
け
」　

語
り

部
・
佐
野
三
千
代
（
黎
明
高
39
年
卒
・

古
川
千
手
寺
出
身
）

ナ
レ
ー
タ
ー
・
佐
野
三
千
代
、
資
料

提
供
・
相
澤
昭
男
（
古
高
31
年
卒
、

三
本
木
出
身
）、
音
響
・
猪
股
叡
（
古

工
卒　

加
美
町
宮
崎
出
身
）、

　

第
Ⅱ
部
懇
親
会
は
12
時
45
分
に
開
宴
。

第
21
回  
旧
古
川
市
内
四
校
新
年
の
集
い

第
21
回  
旧
古
川
市
内
四
校
新
年
の
集
い

左より佐野三千代さん、鈴木ナカ子さん、渡辺星幸さん、相澤さん、猪股さん

藤岡奈穂子チャンピオンを囲んで

左より萩原黎明支部長、村田古学支部長、髙橋在京会長、木村古工会長

 

女
性
３
名
の
「
み
や
ぎ
の
民
話
」
朗
読
や

　

プ
ロ
並
の
同
窓
生
熱
唱
、

    

藤
岡
菜
穗
子
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
来
会
で
盛
り
上
る
！
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ご 
 

挨 
 

拶

会
　
長
　
髙
橋
　
俊
裕

　

在
京
古
高
同
窓
会
の
皆
様
に
は
寒
い

冬
を
切
り
抜
け
て
お
健
や
か
に
お
過
ご

し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
桜
は
や
や
遅
め
で
し
た
が
、

時
節
の
到
来
と
共
に
、
鮮
や
か
に
咲
き

乱
れ
、
乱
舞
し
な
が
ら
見
事
に
散
っ
て

い
き
ま
し
た
。
桜
は
散
る
た
め
に
咲

く
と
も
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
桜
の

開
花
は
待
ち
に
待
っ
た
春
の
訪
れ
を
告

げ
、
万
朶
の
桜
花
は
生
き
る
喜
び
を
心

に
灯
し
て
く
れ
ま
す
。
今
を
生
き
て
い

る
喜
び
と
今
年
の
希
望
を
心
に
灯
し
て

く
れ
ま
す
。
あ
の
大
震
災
か
ら
３
年
、

ふ
る
里
の
人
々
も
遅
い
桜
を
見
な
が

ら
、
明
日
へ
の
希
望
を
胸
に
復
興
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

大
崎
市
か
ら
の
便
り
で
は
、
復
興
事

業
も
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
母
校
の
新
校
舎
も
、
若
干

の
遅
れ
を
見
な
が
ら
も
５
月
２
日
に
は

落
成
式
を
挙
行
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
何
よ
り
も
三
陸
鉄
道
の
開
通

は
、
本
当
に
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
し

た
。

　

さ
て
、
懸
念
さ
れ
た
消
費
税
の
導
入

も
大
き
な
混
乱
も
な
く
、
日
本
経
済
は

次
の｢

成
長｣

の
ス
テ
ッ
プ
に
入
り
ま

す
。
東
京
で
は
至
る
所
に
ク
レ
ー
ン
が

立
ち
、
我
が
ア
パ
ー
ト
の
窓
か
ら
は
８

本
の
ク
レ
ー
ン
が
、
そ
し
て
他
に
も
百

メ
ー
ト
ル
以
内
に
４
本
の
ク
レ
ー
ン
が

見
ら
れ
ま
す
。
ど
ん
な
会
社
が
、
ど
ん

な
人
が
、
こ
の
建
物
を
埋
め
る
の
か
気

に
な
り
ま
す
。
一
時
の
バ
フ
ル
の
様
に

簡
単
に
弾
け
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
実
体

経
済
の
充
実
・
拡
充
が
望
ま
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

目
を
外
に
転
じ
る
と
、
世
界
各
地
で

戦
争
が
、
紛
争
の
火
種
が
拡
が
っ
て
、

収
拾
の
道
が
見
え
て
こ
な
い
こ
と
が
気

掛
か
り
で
す
。
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
が
い

な
い
世
界
の
中
で
我
が
日
本
も
右
往
左

往
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
こ
ん

な
こ
と
で
内
政
が
充
実
で
き
る
の
か
、

経
済
を
成
長
路
線
に
乗
せ
る
こ
と
が
出

来
る
の
か
心
配
で
す
。

　

さ
て
本
年
の
同
窓
会
の
活
動
は
１
月

26
日
恒
例
の
四
校
新
年
会
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
黎
明
Ｏ
Ｇ
の
熟
女
た
ち
の
田

舎
語
り
の
民
話
を
大
い
に
楽
し
み
ま
し

た
。
熟
女
た
ち
も
も
う
な
ま
り
が
な
く

な
り
ま
し
た
ね
え
。

　

３
月
１
日
は
母
校
卒
業
式
。
鹿
野
副

会
長
と
参
列
し
ま
し
た
。
鹿
野
副
会
長

は
、
昔
と
の
違
い
に
び
っ
く
り
す
る
や

ら
感
激
す
る
や
ら
で
、
後
輩
を
激
励
し

て
お
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
本
年
に
入
っ
て
築
館
高
校

同
窓
会
東
京
支
部
熱
海
支
部
長
か
ら
在

京
古
高
同
窓
会
と
の
交
流
の
申
入
れ
が

あ
り
ま
し
た
。
早
速
３
月
の
幹
事
会
で

話
し
合
い
、
具
体
的
方
法
は
別
途
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
申
し
入
れ
を
お
受
け

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
の

総
会
に
ま
ず
は
代
表
者
を
ご
招
待
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
本
年
の
総
会
は
来
る
６
月
21
日

（
土
）
上
野
精
養
軒
で
行
い
ま
す
。
本

年
は
役
員
改
選
期
に
あ
た
り
ま
す
の

で
、
新
役
員
の
選
出
が
メ
イ
ン
テ
ー
マ

と
な
り
ま
す
。
幹
事
会
の
中
に
役
員
候

補
選
出
委
員
会
を
設
置
し
、
鋭
意
努
力

し
て
い
る
所
で
す
。
総
会
で
は
自
信
を

も
っ
て
ご
提
案
で
き
る
よ
う
に
し
て
参

り
ま
す
。

　

同
窓
会
の
悩
み
は
財
政
基
盤
の
弱
い

こ
と
で
す
。
先
輩
諸
氏
の
蓄
え
も
毎
年

20
万
取
崩
す
こ
と
に
よ
っ
て
今
は
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
打
破
す

る
為
に
は
会
費
納
入
会
員
の
増
加
が
必

要
不
可
欠
で
す
。
魅
力
あ
る
同
窓
会
を

作
る
為
に
も
皆
様
に
一
肌
脱
い
で
い
た

だ
い
て
仲
間
づ
く
り
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

ま
ず
は
６
月
21
日
総
会
に
是
非
ご
出

席
く
だ
さ
い
。
会
場
で
大
い
に
交
流
を

図
り
、
会
に
つ
い
て
の
ご
提
案
も
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
多
く

の
方
と
お
会
い
出
来
る
こ
と
を
楽
し
み

と
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

古
高
は
、
昨
年
ま
で
と
ひ
と
味
違
う

春
を
迎
え
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん

の
多
く
が
青
春
を
燃
や
し
た
南
校
舎
教

室
棟
が
建
て
か
え
ら
れ
、
ス
ク
ー
ル
カ

ラ
ー
の
紫
を
基
調
と
し
た
瀟
洒
な
新

校
舎
が
桜
花
と
見
事
に
調
和
し
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
在
京
同
窓
生
の
皆
様
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
日
ご
ろ
よ

り
母
校
に
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
今
年
は
４
年
目

を
迎
え
ま
す
。
震
災
直
後
に
は
、
後
輩

た
ち
の
た
め
に
多
額
の
支
援
金
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
、
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

奨
学
金
を
直
接
授
与
さ
れ
た
生
徒
は
勿

論
、
す
べ
て
の
生
徒
が
、
自
分
た
ち
は

先
輩
方
と
連
な
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ

取
っ
た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
、
生
徒
諸
君
は
、
新
し
い
校
舎
で

文
武
両
道
に
励
み
、
自
主
自
律
・
学
問

尊
重
・
質
実
剛
健
の
校
訓
を
体
現
し
、

真
の
古
高
生
に
な
ろ
う
と
真
摯
に
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
日
々
の

勉
強
や
部
活
動
な
ど
一
つ
一
つ
の
活
動

が
、
き
っ
と
震
災
復
興
に
役
立
つ
と
信

じ
て
が
ん
ば
る
」
と
自
ら
に
言
い
聞
か

せ
て
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
春
も
、
多
く
の
卒
業
生
が
こ
う
し

た
努
力
を
重
ね
、
高
い
志
を
持
っ
て
母

校
を
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。
先
輩
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ど
う
ぞ
、

後
輩
た
ち
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

私
自
身
、
２
年
間
主
催
行
事
が
重
な

り
、
在
京
古
高
同
窓
会
総
会
に
出
席
が

叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
万
難

を
排
し
て
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

慢
心
す
る
こ
と
な
く
、
初
心
に
か
え

り
微
力
な
が
ら
少
し
で
も
古
高
の
お
役

に
た
つ
た
め
に
精
進
す
る
所
存
で
す
。

今
年
度
も
昨
年
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ご 
 

挨 
 

拶

古
川
高
等
学
校
長
　
鈴
木
　
悟

昭22
昭24
昭26
昭27

昭29
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〔古高来賓〕（敬称略）鈴木　悟（学校長 佐沼出身）　高橋　亨（同窓会副会長 S23卒 古川出身）　工藤　昭裕（同窓会事務局長 S49卒 中新田出身）
〔会員68名〕（カッコ内は出身地）

松本　慶蔵
門脇　　健
角田　啓輔
氏家　明朗
佐藤　清勝
中島　正二
中森　　高
春田　紘輔
金原　章郎
菊地　　務
佐藤　興市
高橋　　浥

昭29

昭30

長浦　　稠
早坂　清吉
相原　　相
門脇喜代志
門脇　敏明
岸　　康男
佐々木英三
佐々木　豊
佐藤　輝久
曽根　研一
高橋　　廣
二階堂幸雄

昭46
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鈴木　　博
森谷　　隆
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真山　隆宏
渡邊　博之
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三塚　正志
横山　　武
渡辺　吉郎
相澤　昭男
佐藤　満行
野田　利美
大友　正行
佐々木光一路
佐藤　　厚
鈴木三郎助
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（松　山）
（東大崎）
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（瀬　峰）
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（鹿島台）
（古　川）
（小牛田）
（岩出山）
（東大崎）
（高清水）

（古　川）
（田　尻）
（田　尻）
（宮　崎）
（古　川）
（田　尻）
（古　川）
（田　尻）
（高清水）
（岩出山）
（三本木）
（涌　谷）

（色　麻）
（敷　玉）
（敷　玉）
（東大崎）
（古　川）
（古　川）
（荒　雄）
（古　川）
（古　川）
（鳴　子）
（宮　崎）
（荒　谷）

（長　岡）
（高清水）
（松　山）
（志　田）
（三本木）
（大　衡）
（東大崎）
（松　山）
（古　川）
（古　川）
（三本木）
（富　永）

第20回四校合同新年会　古高出席者名簿
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在
京
同
窓
会
会
員
の
皆
様
、
如
何
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
新
校
舎
に
つ
い
て
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。
平
成
24
年
４
月
に
始
ま
っ

た
南
校
舎
新
築
工
事
が
本
年
１
月
半
ば

に
完
了
し
、
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

３
年
生
は
卒
業
ま
で
の
１
ヶ
月
余
り
を

新
校
舎
で
過
ご
し
、
そ
れ
ぞ
れ
元
気
に

巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

新
校
舎
は
各
学
年
６
つ
の
普
通
教
室

に
選
択
教
室
、
更
に
１
～
２
階
吹
き
抜

け
の
多
目
的
ホ
ー
ル
を
配
置
し
て
い
ま

す
。
各
種
集
会
や
様
々
な
展
示･

発
表

な
ど
に
活
用
し
ま
す
。
新
た
に
ス
タ
ー

ト
し
た
古
高
に
今
後
と
も
暖
か
い
ご
支

援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

ま
た
、
去
る
３
月
１
日
行
わ
れ
ま
し
た

卒
業
式
で
は
、
在
京
同
窓
会
会
長
髙
橋

俊
裕
様
、
鹿
野
軍
勝
副
会
長
に
ご
臨
席

賜
り
、
東
京
蛍
雪
賞
授
与
と
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
こ
と
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
の
入
学
式
は
、
４
月

７
日
に
行
わ
れ
、
２
４
０
名
（
内
女
子

１
１
０
名
）
の
新
入
生
を
迎
え
、
元
気

に
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
恒
例

の
「
新
入
生
応
援
練
習
」
で
は
厳
し
い

指
導
に
耐
え
、
こ
の
１
ヶ
月
で
校
歌
、

図
南
歌
、
凱
歌
、
応
援
歌
等
を
覚
え
、

正
に
真
の
古
高
生
と
な
っ
た
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
。

３
月
の
卒
業
生
も
「
文
武
両
道
」
の
旗

印
の
下
、
そ
の
実
力
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
ま
し
た
。
国
公
立
へ
の
現
役
合
格
率

者
数
は
、
山
形
大
医
学
部
（
医
）
や
東

北
大
四
名
な
ど
の
難
関
大
学
を
始
め
、

昨
年
を
上
回
る
84
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

今
後
ま
す
ま
す
の
躍
進
と
期
待
を
込
め
、

よ
り
一
層
の
力
を
注
い
で
参
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
別
紙
進

路
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

部
活
動
で
は
、
総
体
で
陸
上
部
の
三

浦
陽
介
君
が
三
段
跳
び
で
東
北
大
会
出

場
、
新
人
戦
で
は
佐
々
木
志
玲
奈
さ
ん

が
や
り
投
げ
で
東
北
大
会
出
場
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
男
子
は
総
体
で
準
優
勝
、

新
人
戦
で
は
５
年
ぶ
り
に
優
勝
し
、
全

国
選
抜
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。バ
レ
ー

ボ
ー
ル
男
子
は
総
体
ベ
ス
ト
８
、ス
キ
ー

部
で
は
内
藤
法
幸
君
が
10
㎞
ク
ラ
シ
カ

ル
で
総
体
及
び
国
体
予
選
の
２
大
会
で

優
勝
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
山
形
国
体

に
出
場
と
活
躍
し
ま
し
た
。

　

文
化
部
で
は
、
化
学
部
が
理
科
研
究

発
表
会
で
全
国
総
合
文
化
祭
へ
出
場
し
、

宮
城
県
代
表
と
し
て
見
事
な
発
表
を
し
、

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
県
作
曲

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
大
瀧
純
平
君
が
３
年

連
続
の
特
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の

他
各
部
活
動
と
も
大
い
に
活
躍
し
ま
し

た
。
今
年
度
も
さ
ら
に
飛
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

最
後
に
本
年
度
の
本
部
同
窓
会
総
会

の
お
知
ら
せ
で
す
。
本
年
度
は
８
月
９

日
（
土
）
に
大
崎
市
古
川
の
「
芙
蓉
閣
」

で
開
催
い
た
し
ま
す
。
本
年
度
は
記
念

講
演
と
し
ま
し
て
、
北
海
道
大
学
教
授

で
あ
る
千
葉
惠
様
の
講
演
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
本
年
度
当
番
幹
事
は

高
20
、
高
25
、
高
30
、
高
35
、
高
40
、
高

45
生
で
す
。
是
非
本
部
同
窓
会
を
利
用

し
、
同
期
会
の
場
と
し
て
お
集
ま
り
下

さ
い
ま
す
よ
う
重
ね
て
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。　
　
　
　
　

 　
　

 

（
昭
49
年
卒
）

　

こ
こ
大
崎
の
地
に
、
花
爛
漫
の
春
が

ま
い
り
ま
し
た
が
、
在
京
同
窓
生
の
皆

様
方
、
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
常
日
頃
、
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご

指
導
を
賜
り
、
心
か
ら
謝
意
を
表
し
ま

す
。

　

さ
て
、
本
部
同
窓
会
の
近
況
で
す
が
、

昨
年
８
月
の
総
会
に
は
、
在
京
の
髙
橋

会
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に

参
加
し
て
頂
き
、
盛
会
の
う
ち
に
開
催

で
き
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
ご
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
総
会
で
は
例
年
、
同
窓

生
の
方
の
講
演
を
依
頼
し
、
昨
年
は
元

東
京
大
学
大
学
院
教
授
・
現
中
国
科
学

院
教
授
の
佐
々
木
力
氏
（
高
17
）
を
講

師
に
お
招
き
し
、
大
変
好
評
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
年
８
月
９
日
開
催
の
総
会

で
は
、北
海
道
大
学
の
千
葉
恵
教
授
（
高

25
）
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
母

校
の
新
校
舎
見
学
を
兼
ね
て
、
多
数
の

方
々
が
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
に
、
母
校
の
新
校
舎
が
竣
工
し
、

５
月
２
日
に
は
、
そ
の
落
成
式
と
創
立

記
念
の
講
演
会
が
母
校
で
開
催
さ
れ
、

皆
様
ご
存
知
の
19
回
生
の
佐
藤
宗
幸
氏

が
在
校
生
に
講
演
を
い
た
し
ま
す
。
ま

た
新
校
舎
の
完
成
を
受
け
、
11
回
生
の

「
士
志
の
会
」
よ
り
、
図
南
歌
の
木
版
額

が
体
育
館
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
も
申
し

添
え
ま
す
。

　

次
に
、
支
部
活
動
の
活
性
化
の
一
助

と
し
て
、
全
支
部
に
支
部
旗
を
贈
呈
し

て
お
り
、
本
年
度
中
に
完
了
す
る
予
定

で
す
。
こ
の
こ
と
で
、
支
部
活
動
が
よ

り
活
発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

次
に
、
今
年
か
ら
同
窓
会
の
奨
学
金

を
授
与
す
る
生
徒
を
従
来
の
３
名
か
ら

６
名
に
増
や
し
、
さ
さ
や
か
で
も
母
校

生
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
は
若
い
同
窓
生
の
活
動
を
支

援
す
る
方
策
と
し
て
の
予
算
措
置
も
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
会
の
真
の
自

立
と
先
生
方
に
教
育
指
導
に
専
念
し
て

頂
く
た
め
、
事
務
局
体
制
を
強
化
致
し

ま
す
。
そ
の
為
に
も
多
く
の
方
々
が
会

費
を
納
入
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
在
京
同
窓
生
の
皆
様
の

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

（
昭
34
年
卒
）

　

次
に
本
年
度
の
対
築
館
高
校
定
期

戦
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
４
月

28
日
に
古
川
高
校
を
会
場
に
15
種
目
で
開

催
さ
れ
、
７
勝
８
敗
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

　

悲
願
の
大
会
６
連
覇
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た（
通
算
成
績
37
勝
15
敗
３
分
け
）。

今
年
度
も
、
開
会
式
の
生
徒
会
長
あ
い

さ
つ
か
ら
火
花
を
散
ら
し
合
い
、
各
試

合
と
も
白
熱
し
た
攻
防
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　

次
に
今
年
の
卒
業
生
の
進
路
状
況
に

つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年

 
本
部
同
窓
会
の

　
　
　  
近
況
に
つ
い
て

古
川
高
校
同
窓
会
　
　
　
　

会
長
　
渡
邊
　
義
之

近 

況 

報 

告

事
務
局
長
　
工
藤
　
昭
裕

本年１月に新築工事が完了した南校舎

入学式で、応援団・生徒会・合唱部による校歌紹介対築館高校定期戦開会式
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去
る
３
月
１
日
に
行
わ
れ
た
卒
業
式

に
は
髙
橋
会
長
と
鹿
野
副
会
長
が
出
席

し
、
生
徒
会
・
ク
ラ
ブ
活
動
等
、
生
活

全
般
に
わ
た
り
功
績
の
あ
っ
た
２
名
、

生
徒
会
長
の
今
野
省
吾
君
と
、
応
援
団

長
の
佐
々
木
喜
希
君
に
東
京
蛍
雪
賞
を

授
与
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

こ
の
度
は
東
京
蛍
雪
賞
と
い
う
素
晴

ら
し
い
賞
を
い
た
だ
け
ま
し
た
こ
と
、

大
変
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
卒
業
を

迎
え
思
い
出
さ
れ
る
の
は
こ
の
３
年
間

で
最
も
濃
密
で
あ
っ
た
、
生
徒
会
長
と

し
て
の
１
年
間
で
す
。
就
任
か
ら
私
は

ど
れ
だ
け
自
分
を
磨
く
こ
と
が
で
き
た

で
し
ょ
う
か
。
生
徒
会
で
し
か
、
会
長

と
し
て
し
か
で
き
な
い
経
験
を
何
度
も

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て

活
動
す
る
中
で
何
度
も
自
分
と
向
き
合

い
行
動
し
、
人
間
と
し
て
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、

私
は
１
年
間
自
分
が
正
し
い
と
思
う
道

を
信
じ
て
精
一
杯
生
徒
会
を
リ
ー
ド
し

て
き
た
つ
も
り
で
す
。
後
輩
た
ち
に
も
、

自
分
を
信
じ
て
新
た
な
古
高
を
リ
ー
ド

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

私
は
今
教
員
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

再
び
自
分
を
磨
き
直
し
古
高
卒
業
生
の

名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
努
力
し
続
け
ま
す
。

そ
し
て
何
年
後
か
、
再
び
古
高
へ
戻
り

教
壇
に
立
つ
こ
と
が
今
の
私
の
目
標
で

す
。
生
徒
会
活
動
や
古
高
で
過
ご
し
た

３
年
間
で
培
っ
た
古
高
魂
を
胸
に
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

私
が
１
年
間
、
古
川
高
校
の
応
援
団

長
と
し
て
役
目
を
果
た
せ
た
こ
と
、
東

京
蛍
雪
賞
と
い
う
大
変
素
晴
し
い
賞
を

い
た
だ
け
た
こ
と
、
こ
れ
も
す
べ
て
、

多
く
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
で
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
卒
業
を
迎
え
て
、
心
に
感
じ
た

の
は
早
く
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
古
川
高
校

３
年
間
、
そ
の
中
で
の
充
実
感
で
し
た
。

特
に
団
長
と
し
て
過
ご
し
た
日
々
は
印

象
深
い
も
の
で
し
た
。

 

去
年
、
先
代
の
団
長
の
お
か
げ
で
復
活

し
た
一
般
応
援
歌
、
野
球
部
の
歌
、
球

技
部
の
歌
、
剣
道
部
の
歌
は
私
た
ち
の

代
で
も
応
援
団
の
仲
間
と
古
高
生
た
ち

の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
今

回
の
定
期
戦
で
は
、
ほ
ぼ
完
璧
に
歌
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
先
代

の
団
長
の
願
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。

 

定
期
戦
で
は
応
援
、
競
技
に
お
い
て
も

今
ま
で
に
な
い
ほ
ど
の
力
を
築
高
生
に

ぶ
つ
け
、
５
連
覇
を
成
し
遂
げ
、
喜
び

を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
、
古
高
生

の
良
さ
を
改
め
て
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

 

最
後
に
、
私
は
人
生
と
い
う
名
の
道
を

こ
の
３
年
間
で
得
た
古
高
の
力
を
糧
に

進
ん
で
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
後
輩
達
は
そ
の
力
を
得
ら
れ
る
古
高

を
も
っ
と
素
晴
し
い
学
校
に
し
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

応
援
団
長

応
援
団
長

生
徒
会
長

生
徒
会
長

未
来
へ

未
来
へ

今
野 

省
吾

今
野 

省
吾

進
化
す
る
古
高

進
化
す
る
古
高佐

々
木
喜
希

佐
々
木
喜
希

応
援
団
長

応
援
団
長

生
徒
会
長

生
徒
会
長

未
来
へ

未
来
へ

今
野 

省
吾

今
野 

省
吾

進
化
す
る
古
高

進
化
す
る
古
高佐

々
木
喜
希

佐
々
木
喜
希

左より髙橋会長、佐々木君、今野君、鹿野副会長 祝辞を述べる髙橋会長

大　学 男 女
宮　城

米沢栄養
高崎経済

首都大東京
神奈川県立保健福祉
横浜市立
新潟県立
静岡県立
合　計

学　部
事業構想
看　護
食産業
健康栄養
地域政策
経　済
都市教養
保健福祉
国際総合
人間生活
国際関係

1
1
1

2
4
2

1

12

2
1

1

1

1

1
1
8

計
3
2
1
1
2
5
2
1
1
1
1
20

大　学 男 女
岩　手

東　北

宮城教育

学　部
人文社会
教　育
工
農
工

医･看護
農

教育･中等
教育･初等
特別支援

3
1
1
1
2

1
4
2
2

1
2

1

2
2

計
4
3
1
1
2
1
1
4
4
4

大　学 男 女
秋　田

山　形

福　島
茨　城

学　部
教育文化
理　工
人　文
地域教育
理
工
医･医
人文社会
人　文
教　育

1
2
3
2
1
4
1
2
1
2

2
1

1
1

計
1
2
5
3
1
4
1
2
2
3

大　学 男 女
茨　城
筑　波

宇都宮

埼　玉
千　葉

学　部
工
情　報
体　育
生命環境
教　育
工
理
文
法　経
理

1
1
1
1
1
1
1

1

1
1

計
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

大　学 男 女
横浜国立
新　潟

金　沢

合　計

学　部
教育人間
経　済
工
理　工

1
1
2
1

49 15

計
1
1
2
1

64

青　森
岩手医
盛　岡
石巻専修
仙　台
東北学院

東北工

東北福祉

東北薬
宮城学院女子
仙台白百合女
尚絅学院

薬
薬
文

理　工
体　育
文
法

経　済
経　営
教　養
工
工

ライフデ
総合マネ
総合福祉
健康科学
子ども科
薬

学　芸
人　間
総合人間

3
4
2
3
2
11
5
10
5
7
3
1
3
1

3

1
1
2

10
5
10
5
13
1
2
3
4
17
5
5
2
10
6
4

1
1
5
4
2
13
7
21
10
23
6
9
6
5
20
6
5
2
10
6
7

東北文化学園

東北芸術工
東北文教
茨城キリスト
常　磐

国際医療福祉
白　鴎

高崎健康福祉
群馬医療福祉
獨　協
文　教

文京学院
尚美学園
神田外語
国際武道
聖　徳
千葉工
秀　明

総合政策
科学技術
医療福祉
芸　術
人間科学
文

人間科学
保健医療
経　営
健康福祉
リハビリ
経　済
文

国　際
保健医療
芸術情報
外国語
体　育
児　童
情報科学
学校教師

1
1
1

3
1

1

1
1

2
2

2

3
1
2
1
2

2
1

1
3
1
1

2

2
1
4
2
2
1
2
3
1
2
1
1
1
3
1
1
1
1
2
2
2

青山学院
桜美林
杏　林
国立音

国際基督教
駒　澤
女子栄養
成　蹊
専　修
中　央

帝　京
東　海

東京家政学院
東京工科
東京理
東　洋

法
リベラル
外国語
音　楽
教　養
法
栄　養
法
文
文
法

総合政策
経　済
商
外国語
観　光
現代生活
メディア
理　工

英語コミュニケーション
法

3
1
1
1

1
1

1

1
1
1

1

1

1

1
1
1

2
2
2

1
1

1
1

1
3
1
1
1
1
1
2
1
2
3
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1

東　洋

日　本

法　政

東京都市
武蔵野
明　治

明治学院

立　教

経　済
国際地域
生命科学
経　済
商
工
理　工
経　済
社　会
人間環境
工
経　済
文
法

政治経済
文
法
国　際
現代心理
観　光
文

2

1
1
1
1
1
2
1

1

1

1

2

1

1
1
1
1
1

1
1
1

2
2
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

早稲田
東京聖栄
神奈川

神奈川工科

産業能率
金沢工
健康科学
愛　知

名　城

合　計

スポーツ
健康栄養
外国語
経　済
経　営
理
工
情　報
創造工
応用バイ
情報マネ
工

健康科学
現代中国
法

地域政策
法

1

1
3
3
1

1
2

4

1
1
1
1

124

2

1

1
1

1

159

1
2
1
3
3
1
1
1
2
1
1
4
1
1
1
1
1

283

国立大　64名

私立大　283名

公立大　20名
平成25年度進路状況（現役のみ）
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卒
業
式
に
出
席
し
て

昭
36
年
卒
　
鹿
野
　
軍
勝

　

３
月
１
日
（
土
）
に
古
川
高
等
学
校

の
卒
業
式
に
出
席
し
ま
し
た
。
古
高

の
卒
業
式
に
出
る
の
は
、
昭
和
35
年

（
１
９
６
０
年
）
に
在
校
生
と
し
て
先
輩

達
を
送
り
出
し
て
以
来
の
こ
と
で
し
た
。

全
員
学
生
服
姿
だ
っ
た
当
時
と
は
違
っ

て
、
女
子
生
徒
は
袴
姿
で
、
男
子
生
徒

は
ネ
ク
タ
イ
を
つ
け
て
と
い
う
風
に
何

や
ら
華
や
い
だ
雰
囲
気
の
卒
業
式
で
し

た
。

　

東
京
蛍
雪
賞
は
、
髙
橋
会
長
よ
り
、

前
生
徒
会
長
の
今
野
省
吾
君
に
、
ま
た

前
応
援
団
長
の
佐
々
木
喜
希
君
に
そ
れ

ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
野
君
は
ク
ラ
ス
の
代
表
と
し
て
も
、

友
達
に
対
す
る
想
い
、
父
母
に
対
す
る

想
い
、
そ
し
て
恩
師
に
対
す
る
想
い
等

を
素
直
に
感
情
豊
か
に
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
佐
々
木
君
も
應
援
團
旗
の
引
き

渡
し
の
際
、
指
の
先
ま
で
心
が
通
っ
て

い
る
よ
う
な
キ
ビ
キ
ビ
し
た
動
作
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
式
は
、
ク
ラ
ス
毎
に
担
任
の
先

生
が
全
員
の
氏
名
を
読
み
上
げ
、
各
ク

ラ
ス
代
表
が
ま
と
め
て
卒
業
証
書
を
授

与
さ
れ
、そ
の
後
代
表
が
歌
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
交
え
な
が
ら
伝
え
た
い
想
い

を
そ
れ
ぞ
れ
伝
え
る
形
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
あ
る
時
は
笑
い
や
涙
を
誘
い
、

ま
た
あ
る
時
は
心
に
響
く
言
葉
に
こ
ち

ら
の
心
が
動
か
さ
れ
る
楽
し
い
一
時
で

し
た
。
瞬
く
間
に
２
時
間
以
上
が
た
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

思
え
ば
、
今
回
の
卒
業
生
は
、
東
日

本
大
震
災
を
経
験
し
、そ
の
影
響
を
日
々

感
じ
な
が
ら
３
年
間
の
高
校
生
活
を

送
っ
た
稀
有
な
人
達
な
の
で
す
。
人
一

倍
豊
か
な
感
性
を
身
に
つ
け
た
卒
業
生

の
皆
さ
ん
が
、
夫
々
に
思
い
描
い
た
道

に
向
か
っ
て
、
堂
々
と
胸
を
張
っ
て
歩

み
を
前
に
進
め
る
こ
と
を
祈
念
し
な
が

ら
、
楽
し
か
っ
た
卒
業
式
の
記
を
終
わ

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

  

（
副
会
長
）

創
立
記
念
日
記
念
講
演
と

　  

南
校
舎
落
成
記
念
式
典

昭
42
年
卒
　
大
友
　
文
博

　　

５
月
２
日
古
川
高
校
に
於
い
て
５
月

３
日
の
創
立
記
念
日
を
祝
し
、
古
高
42

年
卒
で
歌
や
テ
レ
ビ
で
活
躍
し
て
い
る

さ
と
う
宗
幸
氏
の
記
念
講
演
と
併
せ
て

今
年
２
月
に
完
成
し
た
南
校
舎
の
落
成

記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。

　

創
立
記
念
日
記
念
講
演
は
同
期
の
さ

と
う
宗
幸
氏
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
い
う

形
で
彼
が
ギ
タ
ー
を
引
き
な
が
ら
「
青

葉
城
恋
歌
」、「
水
仙
歌
」、「
二
度
と
な

い
人
生
だ
か
ら
」、「
花
は
咲
く
」
の
４

曲
を
歌
い
ま
し
た
。

　

彼
が
歌
手
へ
の
道
を
選
び
「
青
葉
城

恋
歌
」
に
出
会
う
ま
で
の
子
供
が
生
ま

れ
家
族
が
反
対
す
る
中
、
歌
の
道
を
選

択
し
た
経
緯
や
つ
ら
い
時
期
を
乗
り
越

え
夢
を
実
現
し
た
話
は
、
生
徒
に
夢
を

持
ち
、
そ
れ
を
実
現
す
る
努
力
を
す
る

こ
と
が
大
事
と
い
う
生
徒
に
と
っ
て
も

貴
重
な
講
演
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し
た
。

　

鈴
木
校
長
か
ら
校
舎
を
生
か
す
の
は 創立記念日記念講演「花は咲く」を歌うさとう宗幸氏とコーラス部の皆さん

生
徒
諸
君
で
あ
る
と
い
う
訓
示
が
あ
り

ま
し
た
。

　

南
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階

建
で
一
般
教
室
と
講
義
室
な
ど
に
利
用

さ
れ
、
外
観
は
淡
い
紫
色
に
な
っ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
監
事
）

旧
制
最
後
の
44
回
生
が

　
　
　
　
　
米
寿
の
集
い

昭
20
年
卒
　
髙
橋
　
昭
典

　

44
回
生
は
、
旧
制
古
川
中
学
５
年
制

最
後
の
卒
業
生
だ
が
、
今
年
は
全
員
が

数
え
年
で
88
歳
。
そ
の
米
寿
記
念
の
ク

ラ
ス
会
が
、
八
十
八
夜
に
あ
た
る
平
成

26
年
５
月
２
日
に
、
古
川
駅
前
大
通
り

の
「
グ
ラ
ン
ド
平
成
」
で
開
か
れ
た
。

　

44
回
生
は
総
員
１
７
６
名
だ
が
、
物

故
者
１
０
５
名
、
不
明
者
20
名
で
、
生

存
者
51
名
の
う
ち
12
名
（
青
田
泰
三
、

赤
坂
正
也
、
伊
藤
和
夫
、
大
槻
清
人
、

桜
井
正
徳
、
佐
藤
啓
、
佐
藤
昭
二
、
髙

橋
昭
典
、
髙
橋
政
夫
、
千
葉
靖
也
、
中

沢
国
夫
、
三
上
福
太
郎
）
が
出
席
し
、

旧
交
を
温
め
た
。

　

会
で
は
歳
の
せ
い
か
、
健
康
と
野
菜

づ
く
り
の
虫
退
治
の
話
に
花
が
咲
い
た

が
、
皆
一
反
以
上
の
畑
持
ち
だ
と
か
、

東
京
人
に
は
羨
ま
し
い
話
だ
っ
た
。

　

私
達
の
学
年
は
最
後
の
１
年
間
は
学

徒
動
員
で
仙
台
の
兵
器
工
場
で
合
宿
し

た
仲
な
の
で
、
団
結
は
固
い
の
だ
が
、

最
後
の
校
歌
と
応
援
歌
は
調
子
は
ず

れ
。
楽
し
い
最
後
の
一
日
だ
っ
た
が
、

昔
の
面
影
が
全
く
残
っ
て
い
な
い
古
川

の
街
並
み
に
は
失
望
し
た
。

代表取締役会長　早　坂　清　吉（昭和２９年卒）

本 　 社  〒103-0023 東京都中央区日本橋本町 4 -1-6
03 - 3242 - 0167FAX03 - 3242 - 0191

http://www.keyo.co.jp    E-mail:info@keyo.co.jp

電子納品作成支援
導入から成果品まで専任スタッフがきめ細かく対応しバックアップいたします。
おまかせください！

CALS/ECインストラクター 10名
電子化ファイリング 2名
文書情報管理士1級 1名
文書情報管理士2級 3名

専 任 スタッフ・有 資 格
完成図書・デジタル化総合サポート情報処理のエキスパート

〒989－6154
大崎市古川三日町1－3－25
TEL 0229（91）1020

長 井 弘 策

内科・小児科

院長  医学博士

長 井 内 科

昭和31年卒（高8回）
古川高校同窓会副会長［　　　　　　　　　　　　　　 ］

卒業式
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『
古
高
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
開
設
し
ま
し
た
』

　

か
ね
て
か
ら
懸
案
で
あ
っ
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
が
出
来
上
が
り
、

コ
ン
テ
ン
ツ
は
未
だ
不
十
分
な
点
が

多
い
の
で
す
が
、
是
非
お
気
に
入
り

へ
入
れ
て
み
て
下
さ
い
。 
http://furuko-doso.com

/tokyo

　

製
作
に
関
し
て
、主
に
菊
地
務
（
昭

41
卒
）、
大
友
文
博
（
昭
42
卒
）
両
氏

や
デ
ザ
イ
ン
担
当
者
を
含
め
て
こ
の

１
年
間
討
議
を
重
ね
て
、
基
本
コ
ン

セ
プ
ト
は
、

①
古
高
同
窓
会
と
し
て
作
成
す
る
。

②
同
窓
生
の
活
動
・
活
躍
を
最
新
情

報
と
し
て
発
信
す
る
。

③
学
生
同
窓
生
向
け
に
、
同
窓
生
の

勤
務
先
の
会
社
（
分
野
・
職
場
）

紹
介
等
を
ベ
ー
ス
に
し
て
構
成
し

て
お
り
ま
す
。

①
項
は
、
当
面
本
部
及
び
在
京
古
高

同
窓
会
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、

ツ
リ
ー
式
に
今
後
他
地
域
の
同
窓

会
も
Ｈ
Ｐ
開
設
に
参
入
し
易
く

約
20
の
ド
メ
イ
ン
名
ま
で
増
や
せ

る
。

②
項
は
、
在
京
古
高
同
窓
会
の
特
色

と
し
て
、
投
稿
式
で
順
次
掲
載
。

③
項
は
、
相
談
窓
口
を
設
け
る
形
。

他
に
自
由
投
稿
欄
や
関
係
Ｈ
Ｐ
へ

の
リ
ン
ク
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
Ｈ
Ｐ
を
見
た
ら
、
母
校
、
各

同
窓
会
、
他
校
及
び
大
崎
市
の
動
き

も
一
早
く
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

務
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
投
稿
を
お
願
い
し

ま
す
。　
　
（
事
務
局　

佐
々
木
恭
次
）

『江戸・東京探訪ツアー 2014』のご案内
　同窓会本部、在仙、在京同窓会の共同企画になる ｢探訪ツアー｣ は、今年で早や６年目に入ります。
　平成 20 年：荒雄川水系の風土と文化、平成 21 年：鳴瀬川水系の風土と文化、同 22 年は江戸 ･ 東京：両国界隈と屋形船、
次いで 23 年：江戸城と靖国神社遊就館、同 24 年は北上水系と震災地見舞い、昨年はトヨタ工場見学と宮城の国宝めぐり
で支倉常長の遣欧使節渡航 400 年記念と重なり、普段お目にかからないお宝を拝見して来ました。
　今年は都内に目を向けて伊達藩にゆかりのある仙台掘りの御茶ノ水から神田明神界隈を散策しながら隅田川の水辺の遊
覧を楽しみながら、神楽坂へ戻り日本料理を味わいたいと企画しております。　

期　　日：10 月 25 日 ( 土 )　午前 10 時過ぎ～午後 4 時頃
集合時刻：午前 10 時 45 分、JR お茶ノ水駅東口
コース概略：御茶ノ水→ニコライ堂 ･･･ 湯島聖堂 ･･･ 仙台掘りゆかりの碑 ･･･ 神田明神 ･･･
　　　　　　東京水道歴史館 ･･･ 隅田川遊覧…神楽坂（遅い昼食・懇親会 )
参 加 費：8,000 円程（会食だけでも参加可能です）
申 込 先：　Fax: 042-494-1598 ないし e-mail: skyoji@jcom.home.ne.jp
         　　　在京古高同窓会事務局　佐々木 恭次　宛
募集参加者：同窓生、家族及び探訪ツアーに興味ある方々

　＊尚 コースの探訪場所を全て探索しきれてませんので、当日は更に興味あるコースに練り上げていく予定です。
　　皆さん方で、これはと思う所は推薦下さい。 　　　　　　　　　　　　　　　事務局　佐々木恭次

タカラジェンヌ“蓮つかさ”囲む会（後援会）開催のご案内
今年は宝塚創立 100 周年と新聞 ･ テレビなどメデイアを賑わしております昨今です。
我が古高同窓生の蓮つかささんも若手新人として男役で奮闘しておられます。
昨年の観劇と囲む会は、在学時の元校長山本照夫夫妻、元担任佐々木貴芳先生ほか多数の同期生が馳せ参じ、賑やかに交流会を
開き、今後とも蓮つかささんを応援するエールを送りました。今年は下記要領で催したいと計画しております。未だ半年先です
ので、演目名など決まっておりませんので、改めてご案内差し上げるようにしたいと思っております（在京古高同窓会ホームペー
ジに決まり次第お知らせします）。
家族や友人も誘って奮ってご参加下さい。

日　時：	平成 26年 12月 13日（土）ないし 20日（土）
場　所：	〇観劇会：15時 30分開演（15時開場）、18時 30分終演予定
	 	 東京宝塚劇場（東京都千代田区有楽町 1-1-3）	 Tel:03-5251-2001
　　　	 〇囲む会：19時～ 21時
	 	 学士会館（東京都千代田区神田錦町 3-28）	 Tel:03-3292-5936
参加費：	①観劇会（S席）と参加費：14,000 円（予定）
	 ②観劇会（A席）と囲む会：11,000 円（予定）
	 ③囲む会だけへの出席：	 6,000 円（予定）
申し込み先：在京古高同窓会事務局 佐々木恭次宛に Fax ないし e-mail などで連絡ください。
	        Tel/Fax: 042-494-1598   e-mail: skyoji@jcom.home.ne.jp
ホームページURL:  http://furuko-doso.com/tokyo/

科　　　目
会　議　費
印　刷　費
事務用品費
事務所経費
通　信　費
慶　弔　費
旅費交通費
活　動　費
雑　　　費
支　出　計
次期繰越金
合　　　計

　　　　　摘　　　　　用
役員・幹事会資料代他
会報、案内状、封筒他
コピー・文具代他
信陵会館年間契約料他
電話、切手、はがき他
東京蛍雪賞他
本部総会、卒業式出席旅費他
ホームページ開設準備等
年会費振込手数料他

　　　金　　額（円）
8 0 , 0 0 0
4 8 0 , 0 0 0
1 0 , 0 0 0
6 0 , 0 0 0
1 8 0 , 0 0 0
8 0 , 0 0 0
1 0 0 , 0 0 0
4 0 , 0 0 0

1 , 1 0 0 , 0 0 0
1 , 0 7 0 , 4 3 9
2 , 1 7 0 , 4 3 9

　　　金　　額（円）
8 0 , 0 0 0
4 8 0 , 0 0 0
1 0 , 0 0 0
6 0 , 0 0 0
1 8 0 , 0 0 0
8 0 , 0 0 0
1 0 0 , 0 0 0
4 0 , 0 0 0

1 , 1 0 0 , 0 0 0
1 , 0 7 0 , 4 3 9
2 , 1 7 0 , 4 3 9

　　　金　　額（円）
8 0 , 0 0 0
4 8 0 , 0 0 0
1 0 , 0 0 0
6 0 , 0 0 0
1 8 0 , 0 0 0
7 0 , 0 0 0
8 0 , 0 0 0
1 0 0 , 0 0 0
4 0 , 0 0 0

1 , 1 0 0 , 0 0 0
1 , 0 7 0 , 4 3 9
2 , 1 7 0 , 4 3 9

　　　金　　額（円）
8 0 , 0 0 0
4 8 0 , 0 0 0
1 0 , 0 0 0
6 0 , 0 0 0
1 8 0 , 0 0 0
7 0 , 0 0 0
8 0 , 0 0 0
1 0 0 , 0 0 0
4 0 , 0 0 0

1 , 1 0 0 , 0 0 0
1 , 0 7 0 , 4 3 9
2 , 1 7 0 , 4 3 9

支出の部　 誤　 正　

平成 25 年度予算の訂正について
　　　前号（52 号）の会報４面に掲載しました「平成 25 年度予算」におきまして、下記項目に誤りがありましたので、訂正させていただきます。
　　　会員各位にご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。
  第４号議案（平成 25 年度予算）
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平成25年度会費納入状況一覧

同窓会活動の財源としての会費を、皆さまにご協力いただきありがとうございました。
平成25年度の年会費を納入された方々のご芳名を記して、お礼に替えさせていただきます。

昭14 佐藤　裕郎 中澤　　廣
昭16 今野　栄喜 高橋　三郎 福島　光男
昭18 加藤　　茂 豊嶋　耘三 渡辺　三男
昭19 青沼　康男
昭20 安倍善次郎 青沼　瑞夫 熊谷　虎夫 髙橋　昭典 日野　次朗
昭22 大曽根良衛 鈴木　昌男 松本　慶蔵 諸岡　久男 結城　雅巳 門馬　秀夫
昭23 半田　慶男
昭24 我孫子静夫 門脇　　健 小林　　昭 齋藤　　馨 齋藤　　弘 早坂　揆男 三浦　澄能
昭25 岸　　勝也 工藤英三郎
昭26 相澤　清記 生亀　　弘 岡本　　昭 鈴木　桂吾 鈴木　俊男 角田　啓輔 谷地森　税 
昭27 跡部　太一 天野　仁二 岩渕　　弘 氏家　明朗 大内　史彦 太田　　徹 大場　恒明 佐澤　正剛 佐藤　清勝

 菅原　峯雄 瀬川　博義 中森　　高 春田　紘輔 本田　　惇
昭28 小元　広悦 岡本　典憲 中川　裕雄 早坂　明久 山田　四郎
昭29 相沢　善徳 岩渕　瑞穂 大友　庸雄 大沼　　悟 小野　賢次 金原　章郎 金村　　繁 菊地　　務 佐藤　興市

 佐藤　　茂 佐藤　　廣 関　　信良 関口　克己 高橋　清亮 高橋　　浥 高橋　勇悦 長浦　　稠 早坂　清吉
 福冨　啓祐 三浦　憲一 峯村　芳彦 八尋　恭平 湯本　良師 

昭30 相原　　相 浅野　和夫 尾崎　光彦 門脇喜代志 門脇　敏明 岸　　孝仙 岸　　康男 木村　哲彌 京極  恒由
 小松　伍郎 佐々木英三 佐々木清七 佐々木　豊 佐藤　輝久 菅原　利吉 鈴鴨　貞清 諏訪　政志 瀬戸　順悦
 曽根　研一 高橋　　廣 都築　　侔 塚田　容三 手島　篤郎 二階堂幸男 平野　　武 三塚　正志 師山　政夫
 山中　廣志 横山　　武 和田　勝義 渡辺  吉郎          

昭31 阿部　　進 相澤　昭男 浅野　平男 浅野  森男 安住栄喜男 生亀　　功 石川　勝夫 伊藤　公男 大石　隆一
 奥村　信良 木村　智明 熊谷　正俊 佐々木  寛 田中　稔夫 福原　克彦 松谷　嘉男 森　　茂樹 森谷　文彦
 長井　弘策                

昭32 遠藤　康光 大久保　通 大森　英樹 木戸　秀彦 佐々木勝也 佐藤　満行 下屋　　勝 竹谷　靖夫 長沼　三郎
 野田　利美 沼倉　和雄 原　　清三 門間　俊二 渡辺　光夫        

昭33 大友　正行 大山　隆志 小堺　　勉 今野　　聡 斎藤龍次郎 佐々木光一路 佐藤　　厚 菅原　富男 鈴木三郎助
 鈴木　節夫 鈴木　将夫 髙橋　俊裕 成田　良元 野村　高義 早坂　英郎 福原　喬夫 藤本　幸昭 三浦　義明
 森谷　拓夫 山本　道也 結城　睦夫 渡邉　紘也          

昭34 青沼　行雄 出雲　義朗 後藤　　孝 宍戸　志智 宮野　貞司 村上　金吾
昭35 阿部　信雄 伊藤　勝利 宇佐美　潔 梅沢　和男 遠藤　文雄 大澤　邦敏 大沼　直紀 北村　忠則 黒岩　弘一

 今野　正弘 佐々木恭二 佐々木武磨 佐々木庸二 鈴木　喜昭 中鉢　育玄 早坂　　尚 我妻　一美  
昭36 江碕　　肇 大益　　弘 片倉　　康 鹿野　軍勝 菅野　俊次 児玉　隆行 佐々木錬三 佐藤　宗博 鈴木　　幹

 髙橋　幸裕 長井　　清 枡澤　　敬 吉田　二郎 我妻幾久寿        
昭37 阿部　　孝 渋谷　　孝 杉野　邦熙 千坂　孝夫
昭38 阿部　重人 大曽根　昇 菅野　英俊 木村　康之 今野　丈夫 佐々木恭次 佐藤　勝昭 菅原　清春 菅原　廣吉

 髙橋　忠世 遊佐　義男 渡辺　将郎            
昭39 石堂　達夫 上野　正司 後藤　雍正 佐々木国男 笹原　誠一 渋谷　栄男 菅原　　静 細野　利行
昭40 浅野　仁也 石堂　和也 武田　俊夫
昭41 菊地　　務 今野　忠雄 佐々木俊二 佐々木宗實 髙橋　秀之 早坂　行雄 藤井　欣三 藤吉  和史 八木  正志

 渡邉　幸之                
昭42 伊藤　倉雄 大友　文博 木村　智則 酒井　信一 佐々木昭美 佐藤　　勉 森谷　里美 門田　芳司 
昭43 遠藤　卓三 佐々木　博
昭44 相沢　次雄 木村　久一
昭45 猪股　謙二 小畑　伸一 佐々木　質 佐藤　　実 鈴木　清和 只野　　祐 武藤　信彦 茂庭　　進
昭46 遠藤　　孝 笠間　邦彦 加藤　　伸 鈴木　規仁 鈴木　　博 高堀　昭己 森谷　　隆
昭47 相澤　　司 工藤　春彦 高橋　　光
昭48 伊藤　健二 桜井　俊一
昭50 早坂　明彦
昭51 菅原　博之 早坂　時男 細川　源治 道家  篤夫
昭53 遠藤　　淳 髙橋　昭彦
昭55 亀井　　明 佐々木三男
昭61 渡邊　博之
昭62 相澤　政宏
平11 菊地　宏幸

（平成25年４月１日～平成26年３月31日）

氏　　　　　　　　　　　　　　　　　名
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●

語
り
部
が
小
生
古
川
女
子
高
在
職
中
の

生
徒
の
よ
う
な
の
で
、（
四
校
新
年
会
に
）

出
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
Ｓ
27
中
島
正
二
）

●

人
生
81
年
目
の
２
０
１
４
年
も
健
康
第

一
で
過
せ
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
Ｓ
27
氏
家
明
朗
）

●

地
震
国
日
本
は
原
発
が
厳
し
い
立
場
に

あ
る
。
代
っ
て
火
力
発
電
が
し
ば
ら
く
は

主
役
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
合
金
素
材

に
頼
る
タ
ー
ビ
ン
翼
を
Ｃ
Ｍ
Ｃ（
セ
ラ
ミ
ッ

ク
基
複
合
材
料
）
に
変
え
ら
れ
る
か
否
か
、

年
内
に
見
極
め
た
ら
幸
運
で
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
Ｓ
29
菊
地　

務
）

●

や
っ
と
、
名
刺
不
要
の
生
活
に
な
り
ま

し
た
。　　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
29
長
浦　

稠
）

●

元
気
で
読
書
・
書
道
・
テ
ニ
ス
な
ど
を

た
し
な
ん
で
い
ま
す
。　
（
Ｓ
30
門
脇
敏
明
）

●

77
歳
に
な
り
、
こ
れ
が
最
後
の
チ
ャ
ン

ス
と
思
い
、
小
さ
な
ホ
ー
ル
で
シ
ュ
ー
ベ

ル
ト
の
「
菩
提
樹
」
を
歌
っ
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
先
生
か
ら
は「
イ
チ
・
ニ
ッ
・

サ
ン
・
イ
チ
・
ニ
ッ
・
サ
ン
で
は
駄
目
だ
よ
」

と
言
わ
れ
て
猛
練
習
中
で
す
。
う
ま
く
行

け
ば
次
回
は
「
辻
音
楽
師
」
か
？　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
Ｓ
30
髙
橋　

廣
）

●

喜
寿
を
過
ぎ
身
体
の
不
具
合
が
い
ろ
い

ろ
出
て
ま
す
が
、
地
元
町
内
会
役
員
（
雑

用
係
）
を
10
数
年
や
っ
て
い
ま
す
。
又
ボ

ケ
防
止
に
囲
碁
に
精
出
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
Ｓ
30
手
島
篤
郎
）

●

中
途
障
害
者
（
車
イ
ス
・
視
覚
・
高
次

脳
障
害
な
ど
）
の
外
出
支
援
を
無
報
酬
で

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
立
ち
上
げ
２
年
目

に
入
り
ま
し
た
。
会
員
も
増
え
新
た
な
体

制
で
取
り
く
ん
で
お
り
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
Ｓ
33
早
坂
英
郎
）

●

名
幹
事
さ
ん
の
お
蔭
で
豊
か
な
老
後
を

送
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
Ｓ
33
渡
邉
紘
也
）

●

昨
年
は
２
回
共
に
目
の
手
術
、
腰
椎
の

手
術
で
約
４
ヶ
月
入
院
し
、
両
会
に
参
加

を
希
望
し
て
い
て
ド
タ
キ
ャ
ン
を
し
て
迷

惑
を
か
け
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
か
ら
又
い
つ
も
の
よ
う
に
復
帰
し
た

い
と
思
い
ま
す
。　　
　
（
Ｓ
36
菅
野
俊
次
）

　三
浦

　憲
一
氏
（
昭
和
29
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
　   

平
成
25
年
12
月
14
日

　高
橋

　幸
雄
氏
（
昭
和
32
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
　   

平
成
25
年
11
月
20
日

　水
上

　武
彦
氏
（
昭
和
36
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
　   

平
成
25
年
12
月
６
日

　横
山

　
　実
氏
（
昭
和
41
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
　   

平
成
25
年
９
月
23
日

●

の
ん
び
り
と
や
り
た
い
事
を
や
っ
て
い

ま
す
。
散
歩
は
か
か
さ
ず
、
家
中
の
不
用

品
の
処
分
な
ど
。　　
　
（
Ｓ
36
佐
藤
宗
博
）

●

４
年
前
よ
り
卓
球
を
始
め
ま
し
た
。
東

京
予
選
を
通
る
の
に
大
変
で
す
。
今
年
は

東
京
選
手
権
本
選
に
出
場
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。　　
　
　
　
（
Ｓ
38
菅
原
清
春
）

●
「
久
し
振
り
に
」
で
は
な
く
、
は
じ
め

て
会
（
同
窓
会
）
に
参
加
し
ま
す
。
民
話

が
楽
し
み
。　　
　
　
　
（
Ｓ
38
遊
佐
義
男
）

●

幹
事
の
皆
様
、
ご
苦
労
様
で
す
。
毎
年

の
新
年
会
・
懇
親
会
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

（
Ｓ
41
農
研
機
構
・
生
活
セ
ン
タ
ー 

髙
橋
秀
之
）

●

妻
が
昭
和
46
年
古
川
女
子
高
卒
業
生
で

す
。
一
緒
に
（
四
校
新
年
会
に
）
出
席
さ

せ
て
下
さ
い
。　　
　
　
（
Ｓ
42
門
田
芳
司
）

●
今
年
も
空
手
道
私
塾
「
森
谷
塾
」
は
、
神

社
に
て
の
初
稽
古
を
終
え
ス
タ
ー
ト
出
来

ま
し
た
。　　
　
　
　
　
（
Ｓ
42
森
谷
里
美
）

●
昨
年
７
月
東
京
国
税
局
を
定
年
退
職
し
、

同
８
月
税
理
士
登
録
し
ま
し
た
。

〒
１
０
５-

０
０
０
１
港
区
虎
ノ
門
３
ー

５
ー
１ 

第
37
森
ビ
ル
１
Ｆ
虎
ノ
門
合
同
事

務
所 　
　
　
　
　
　

    （
Ｓ
46
鈴
木　

博
）

　

　　　　　　　　　　予 告！　　第 22 回 旧古川市内四校合同新年会
【出演予定】　第一線で活躍する同窓の音楽家の皆さんが集結します。	
　　　		 工藤　春彦（古高 S47 年卒）
	 　　東京放送管弦楽団コンサート・マスター（ヴァイオリン）	
	 相澤　政宏（古高 S62 年卒）
	 　　東京交響楽団 首席フルート奏者	
	 成田　博之（古高 S62 年卒）二期会所属オペラ歌手	
	 大和田雅洋（古高 H 1 年卒）サクソフォン奏者	
	 野間　春美（黎明高 S63 年卒）ピアニスト	
	 他	

	 日　時：平成 27 年 1 月 24 日（土）午前 11 時
	 場　所：上野精養軒
　　　
	 感動を再び！　
	 　来春の合同新年会は、6年ぶりに新春コンサートを	
	 　開催します。

平成２６年度　在京古高同窓会定時総会・懇親会
【日　　時】平成26年6月21日（土）
　　　　　 11:30～15：00
　　　　　　　
【会　　場】上 野 精 養 軒（右図参照）
 　　　JR上野駅公園口から徒歩5分  電話（3821-2181）
　　　　　　　
【会　　費】8 , 0 0 0 円
　　　　　　　
【講　　演】鈴 木  富 七 郎 氏 （ 弁 護 士 ）
　　　　　　  演題：「日本人の精神文化を語る」（神と仏教の融合）

【講演講師】鈴木 富七郎氏 
                  プロフィール

お 知 ら せ

昭和27年 宮城県白石高校卒
昭和33年 東京大学法学部私法学科卒
昭和34年　同大学公法学科卒
昭和36年　司法研修所終了、弁護士登録
平成 ２年 第二東京弁護士会研修文化委員会委員長
平成 ６年 同弁護士会常議員会委員長
平成 ７年 日本弁護士連合会司法制度調査会委員長

主な関与事件
　※富士山頂国有境内地譲与申請不許可処分取 
　　消請求事件、仙台市との墓地所有権確認請求
　　事件等、民事訴訟事件に関与。
　　墓地関係問題で、全国規模で調停関与。

日本人の平和理念の根底にある精神文化
について｢和を以て貴しとなす｣にあっ
て、古来からの神道と仏教を融合させた
精神文化であると確信されており、この
観点から講演を行います。


